


2広報ひの

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い

で
、
輝
か
し
い
希
望
に
満
ち
た
新

春
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
、

心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
ま
ち
の
重
要
課
題
で

あ
り
ま
し
た
江
府
町
と
の
合
併
が

不
成
立
に
終
わ
り
、
単
独
自
立
の

道
を
歩
む
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
福
祉
や
教
育
な
ど
の
分
野

を
重
点
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

ま
ち
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
を

乗
り
切
り
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
、
自
立
存
続
に

向
け
自
立
政
策
推
進
本
部
を
設
置

し
、
行
財
政
改
革
に
着
手
し
ま
し

た
。
住
民
の
皆
さ
ん
に
も
推
進
委

員
会
に
参
画
し
て
い
た
だ
き
、
３

部
門
に
分
か
れ
、
何
度
も
真
剣
な

討
議
、
議
論
を
重
ね
て
い
た
だ
き

感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
日
ご
ろ
よ
り
、
多
く
の

住
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
関
係

機
関
の
ご
支
援
、
ご
協
力
に
対
し

ま
し
て
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

ま
ち
の
方
向
性
を
示
す
「
自
立

政
策
推
進
大
綱
」
と
「
自
立
推
進

プ
ラ
ン
」
も
協
議
を
重
ね
、
大
筋

出
来
上
が
り
つ
つ
あ
り
、
事
務
事

業
、
組
織
、
機
構
を
見
直
し
、
開

か
れ
た
行
政
を
目
指
し
ま
す
。

　

本
町
は
、
超
高
齢
社
会
を
迎
え

て
い
ま
す
が
、
地
域
を
守
り
発
展

さ
せ
て
い
く
に
は
、
よ
り
一
層
行

政
へ
の
関
心
を
持
ち
、
一
人
ひ
と

り
が
主
役
に
な
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
恵
ま
れ
た
自
然
と

共
生
を
図
り
、
健
康
づ
く
り
、
生

活
基
盤
の
整
備
、
産
業
の
振
興
、

教
育
、
観
光
に
力
を
注
い
で
い
く

所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

将
来
に
向
け
、
住
民
の
皆
さ
ん

と
共
に
「
夢
広
が
る
ま
ち
」
を
目

指
し
ま
す
。
今
後
と
も
、
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
尽
力
を
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

日
野
町
長

　

と
り
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自立政策推進大綱　重点事項（４つの柱）

■事務事業の見直し

各種補助金や負担金、第３セクターの

運営の見直し、業務の民間委託、町税お

よび税外収入の徴収努力、使用料・手数

料等の見直し、環境対策、広域連携など

■組織・機構の見直し

組織・体制の検討、職員定数・人件費の

見直し、小学校・保育所の統合の検討、

各種委員等のあり方など

■開かれた行政

情報公開と住民参画型のまちづくりを

推進、新情報システム構築など

■住民の自立促進

自治会やコミュニティの活動促進、各

種団体の自主自立の活動促進など

基本施策（７つの項目）

生涯学習の推進、人権・同和教育の啓発

推進、充実した学校教育など

●心の通う福祉

健康づくり推進、介護サービスの充実、

子育て支援など

●生活環境の基盤づくり

道路・住宅・上下水道など生活基盤の整

備、過疎バス対策など

●安全で安心な暮らし

防災体制の確立、ＣＡＴＶ整備など

●産業の振興

農産物生産と農地の維持、森林の整備

促進など

●観光の振興

オシドリ観察、金持神社を核とした観

光事業の推進など

●効率的な行財政運営

　自立政策の推進など

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝

か
し
い
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え

の
こ
と
と
心
よ
り
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

昨
年
も
、
皆
様
の
絶
大
な
る
ご

協
力
、
ご
支
援
に
よ
り
ま
し
て
、

責
務
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
改
め
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、

国
政
で
は
、
地
方
分
権
に
向
け
た

「
三
位
一
体
改
革
」
の
推
進
、
自

衛
隊
の
イ
ラ
ク
派
遣
継
続
、
全
国

的
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た

台
風
、
新
潟
県
中
越
地
震
等
、
大

き
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

  
わ
が
ま
ち
で
は
、
江
府
町
と
の

町
村
合
併
が
不
可
能
と
な
り
、
単

独
自
立
へ
方
向
転
換
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
行
政
、

議
会
、
住
民
が
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

厳
し
い
行
財
政
の
中
、
難
局
を

乗
り
切
り
「
活
力
あ
る
ま
ち
」
と

し
て
い
く
た
め
、
皆
様
の
ご
意
見

に
耳
を
傾
け
、
行
政
と
議
会
が
車

の
両
輪
の
ご
と
く
役
割
を
果
た
し

な
が
ら
、
小
さ
な
投
資
で
、
大
き

な
成
果
を
生
み
出
す
よ
う
、
英
知

を
も
っ
て
、
決
断
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
、
決
意
を
新
た

に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
な
お
一
層
の
ご
支
援

と
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
皆
様
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

まちの取り組みを紹介

　自立存続に向け行財政改革を進める

「自立政策推進大綱」「自立推進プラン」

の内容をお知らせします。

　　　　　　　　    自立政策推進本部

日
野
町
議
会
議
長

　



　

所
得
税
、
住
民
税
の
申
告
は
、

１
年
間
の
所
得
金
額
を
確
定
さ
せ

る
と
同
時
に
、
計
算
し
た
税
額
と

給
与
や
利
子
な
ど
の
所
得
に
つ
い

て
、
源
泉
徴
収
さ
れ
た
税
額
や
予

定
納
税
し
た
税
額
な
ど
の
総
額
と

比
べ
、
税
金
を
納
め
過
ぎ
て
い
る

の
か
―
納
め
足
り
な
い
の
か
―
を

計
算
し
て
精
算
し
ま
す
。

　

事
業
を
営
ん
で
い
る
人
や
給
与

以
外
に
収
入
を
得
て
い
る
人
は
、

平
成　

年
１
月
１
日
か
ら　

月　

16

12

31

日
ま
で
に
得
た
所
得
を
計
算
し
、

そ
の
所
得
に
対
す
る
所
得
税
額
を

自
分
で
計
算
し
て
２
月　

日
か
ら

16

３
月　

日
（
所
得
税
の
還
付
を
受

15

け
る
た
め
の
申
告
は
、
１
月
か
ら

税
務
署
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
）
ま
で
に
申
告
納
付
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る

人
は
申
告
が
必
要
で
す
。

【
給
与
所
得
者
で
な
い
人
】

▽
事
業
所
得
（
農
業
、
商
業
、
工

業
な
ど
）
の
あ
る
人
。

▽
不
動
産
所
得
等
（
土
地
代
、
家

賃
、
配
当
な
ど
）
の
あ
る
人
。

【
給
与
所
得
者
の
人
】

　

給
与
所
得
者
の
所
得
税
は
、
年

末
調
整
に
よ
っ
て
精
算
さ
れ
る
の

で
、
確
定
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
次
の
よ
う
な
人
は
申
告

が
必
要
で
す
。

▽
給
与
の
年
収
が
２
千
万
円
を
超

え
る
人
。

▽
２
か
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け

て
い
る
人
。

▽
給
与
所
得
者
で
、
年
末
調
整
し

た
給
与
以
外
に
収
入
の
あ
る
人
。

▽
雑
損
控
除
な
ど
を
受
け
よ
う
と

す
る
人
。
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確定申告の時期になりました。
期間中に正しい申告をしましょう。

【問合せ先】　役場住民ふれあい課

　　　　　　 電話７２‐０３３３

国税庁ホームページ

確定申告書等作成コーナーでは、収入金額等の必

要事項を入力すると「所得税の確定申告書」が簡単

に作成できます。また「消費税（個人）確定申告

書」「青色申告決算書、収支内訳書」「医療費控除明

細書」等も作成や「確定申告Ｑ＆Ａ」申告・納付の

手続き方法等も掲載しています。

　　

■所得税　３月１５日（火）まで

■消費税・地方消費税（個人事業者）

　　　　　３月３１日（木）まで

■贈与税　３月１５日（火）まで

◎納税には、安心、便利な口座振替をご利用ください。

【問合せ先】米子税務署（電話０８５９‐３２‐４１２１）

税
金
の
過
不
足
を
精
算
す
る

確
定
申
告

申
告
が
必
要
な
人

　　

所得税、住民税の申告は２月 16 日から３月 15 日まで
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▽
農
業
所
得
の
計
算
方
法

　

平
成　

年
分
の
確
定
申
告
か
ら

16

農
業
所
得
の
計
算
方
法
は
す
べ
て

収
支
計
算
に
変
わ
り
、
今
ま
で
一

部
使
わ
れ
て
き
た
農
業
所
得
標
準

に
よ
る
申
告
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

　

農
業
を
し
て
い
る
人
は
、
収
支

計
算
（
収
入
か
ら
必
要
経
費
を
差

し
引
い
て
計
算
す
る
方
法
）
を
し

て
申
告
の
と
き
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
収
入
、
支
出
が
分

か
る
明
細
書
や
領
収
書
を
持
参
く

だ
さ
い
。

▽
配
偶
者
特
別
控
除
の
控
除
額

　

平
成　

年
分
か
ら
配
偶
者
控
除

16

に
該
当
す
る
場
合
は
、
上
乗
せ
し

て
適
用
し
て
い
た
控
除
額
（
上
乗

せ
額
の
最
高　

万
円
が
廃
止
に
な

38

り
ま
し
た
。

　

申
告
の
時
に
は
次
の
も
の
が
必

要
で
す
。
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

①
税
務
署
か
ら
申
告
書
が
送
付
さ

れ
て
い
る
人
は
、
そ
の
申
告
書

と
事
業
所
得
な
ど
の
あ
る
人
は

同
封
の
収
支
内
訳
書

②
農
業
所
得
が
あ
る
人
は
、
収
支

内
訳
書
と
内
容
が
分
か
る
書
類

③
印
か
ん

④
給
与
、
年
金
な
ど
の
あ
る
人
は

源
泉
徴
収
票

⑤
医
療
費
控
除
（
所
得
金
額
の
５

㌫

も
し
く
は　

万
円
以
上
の

10

支
払
い
の
あ
っ
た
と
き
）
を
受

け
る
人
は
、
支
払
っ
た
医
療
費

の
領
収
書
と
保
険
な
ど
で
補
て

ん
さ
れ
る
金
額
の
明
細
書

⑥
生
命
保
険
料
控
除
、
損
害
保
険

料
控
除
の
あ
る
人
は
、
支
払
っ

た
保
険
料
の
証
明
書

⑦
住
宅
取
得
等
特
別
控
除
を
受
け

る
人
は
、
登
記
簿
謄
本
、
住
民

票
抄
本
、
工
事
請
負
契
約
書
、

住
宅
取
得
資
金
に
係
る
借
入
金

の
年
末
残
高
証
明
書

⑧
公
共
事
業
で
土
地
や
家
屋
の
買

収
が
あ
っ
た
人
は
買
取
証
明
書

⑨
山
林
、
土
地
の
譲
渡
が
あ
っ
た

人
は
、
売
買
契
約
書

⑩
還
付
申
告
の
場
合
に
は
、
還
付

金
の
振
り
込
み
先
の
口
座
番
号

の
わ
か
る
も
の
（
本
人
名
義
の

口
座
に
限
り
ま
す
）

　

平
成　

年
中
に
所
得
が
あ
っ
た

16

人
は
、
す
べ
て
申
告
が
必
要
で
す
。

　

申
告
に
基
づ
き
平
成　

年
度
の

17

町
県
民
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、

介
護
保
険
料
等
の
算
定
を
し
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
は

所
得
が
な
く
て
も
必
ず
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。
申
告
を
し
て
い
な
い

場
合
は
、
保
険
税
の
減
額
対
象
者

で
も
減
額
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
申
告
が
な
い
と
所
得
証

明
な
ど
の
証
明
書
が
発
行
で
き
な

く
な
り
ま
す
の
で
必
ず
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。
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 安原 後谷、根雨１区２月１６日（水）

 濁谷、三谷地区 根雨５区、小原１７日（木）

 別所、貝原 門谷１８日（金）

 津地 金持 ２１日（月）

 下榎１区 野田 ２２日（火）

 上本郷 根雨６区 ２３日（水）

 根雨３区 舟場２４日（木）

 下榎２区 秋縄 ２５日（金）

 下本郷、三土 根雨４区、榎市２８日（月）

 板井原、根雨２区 高尾３月１日（火）

根雨・日野地区の補足日１４日（月）

 黒坂２区 下黒坂地区３月３日（木）

 福長地区 上上菅４日（金）

 中菅地区 下上菅、中上菅７日（月）

 黒坂５区 黒坂６区、小河内地区８日（火）

 下菅、黒坂下３区 黒坂１区９日（水）

 黒坂上３区、黒坂４区 久住、黒坂７区１０日（木）

 黒坂・菅福地区の補足日１１日（金）

昨
年
と
変
わ
っ
た
と
こ
ろ

　　

　　

■全地区の補足日（該当日に都合がつかない人）

　３月１５日（火）　会場＝開発センター　午前８時 45分～午後４時

できるだけ日程表のとおりに申告してください。

申
告
に
必
要
な
も
の

申
告
を
お
忘
れ
な
く
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佐々木俊雄さん（舟場）

【舟場】

瀬田　　剛さん（安原）

【津地・安原】

中原　信男さん（下榎）

【下榎１・２区】

宮田　伸士さん（本郷）

【上本郷・下本郷】

音田　正義さん（別所）

【小原・別所・榎市】

松本よし子さん（濁谷）

【門谷・濁谷】

【秋縄・三土】

鷲見敬四郎さん（高尾）

【高尾・金持・板井原】

三好　康之さん（三谷）

　【三谷１・２区】

　【貝原】

柴原　保明さん（根雨）

【根雨６区】

森田　勝彦さん（根雨）

【根雨４・５区】

山川　洋介さん（根雨）

【根雨３区・野田】

木山　孝文さん（根雨）

【根雨１・２区】

12月 1 日、民生委員・児童委員（以下「民生児童委員」）と主任児童委員の改選が行われ、

新しい委員９人を含めた 22 人（民生児童委員 20 人、主任児童委員２人）が厚生労働大臣か

ら委嘱されました。（任期＝平成 19年 11 月 30 日まで）

民生児童委員、主任児童委員は、福祉関係などの様々な相談や支援など協力してくれます。

委員の皆さんを紹介します。　　　　【カッコ】内は担当地区です。



　

民
生
児
童
委
員
は
、
地
域
福
祉

の
担
い
手
と
し
て
、
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
、
日
常
生
活
の
中
の

悩
み
ご
と
や
困
り
ご
と
が
あ
っ
た

と
き
に
誠
意
を
持
っ
て
相
談
や
助

言
を
行
い
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

た
め
に
支
援
し
て
く
れ
ま
す
。

　

民
生
児
童
委
員
、
主
任
児
童
委

員
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
委
嘱
し

て
い
ま
す
。
そ
の
職
務
上
知
っ
た

秘
密
は
、
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
何

で
も
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

　

民
生
児
童
委
員
、
主
任
児
童
委

員
に
つ
い
て
の
問
合
せ
は
、
役
場

健
康
福
祉
課
（
電
話　

‐
０
３
３

72

４
）
へ
。

　
　

月　

日
に
開
か
れ
た
民
生
児

12

13

童
委
員
協
議
会
で
、
会
長
に
矢
田

貝
勝
さ
ん
（
黒
坂
）、
副
会
長
に
柴

原
保
明
さ
ん
（
根
雨
）
が
互
選
さ

れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
故
・
谷
本
忠
光
さ
ん
（
根

雨
）、
藤
原
洋
一
さ
ん
（
根
雨
）、

田
淵
武
夫
さ
ん
（
三
谷
）、
谷
内
守

さ
ん
（
濁
谷
）、
升
井
督
夫
さ
ん

（
黒
坂
）、
吉
原
貢
さ
ん
（
久
住
）、

宇
田
武
幸
さ
ん
（
中
菅
）、
加
藤
良

子
さ
ん
（
別
所
）、
長
尾
敏
久
さ
ん

（
黒
坂
）
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

長
い
間
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

7 広報ひの

　

主
任
児
童
委
員
は
、
子
育
て
の
味

方
で
、
地
域
の
子
ど
も
や
妊
産
婦
、
母

子
福
祉
な
ど
児
童
福
祉
に
関
す
る
こ

と
を
専
門
に
担
当
し
ま
す
。

　

担
当
地
区
の
民
生
児
童
委
員
と
連

絡
調
整
を
行
い
、
子
育
て
に
関
す
る

不
安
や
悩
み
ご
と
な
ど
に
つ
い
て
相

談
や
支
援
を
し
て
く
れ
ま
す
。

小谷　晋さん（小河内）

【黒坂・菅福地区】

長谷川美喜さん（三土）

【根雨・日野地区】

青砥　昭雄さん（福長）

【上上菅・井ノ原】

【諏訪・漆原・潤谷】

水谷　洋一さん（上菅）

　【下上菅・中上菅】

　【下福長】

久留馬　繁さん（中菅）

【中菅・小河内】

松本寿美子さん（久住）

【久住】

世垣智恵美さん（黒坂）

【黒坂７区・下黒坂】

【根妻】

久代　宏一さん（黒坂）

　【黒坂５・６区】

　【下菅】

矢田貝　勝さん（黒坂）

【黒坂上３・下３区】

【黒坂４区】

山根　靖代さん（黒坂）

　【黒坂１・２区】
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平
成　

年
の
新
年
を
迎
え
た

17

１
月
１
日
、
全
国
で
も
１
つ
し

か
な
い
縁
起
の
良
い
名
前
で
知

ら
れ
る
金
持
神
社
の
初
も
う
で

に
、
県
内
外
か
ら
参
拝
客
が
訪

れ
ま
し
た
。

　

大
晦
日
か
ら
降
り
続
い
た
雪

の
中
、
開
運
、
金
運
な
ど
を
求

め
て
参
拝
客
ら
は
、
熊
手
や
お

守
り
な
ど
の
縁
起
物
を
買
い
求

め
て
い
ま
し
た
。

今年の開運、金運を願う

金

う
で

雪が降りしきる中、開運を求めて参拝する人たち

　

都
会
に
住
む
人
た
ち
に
、
ふ
る
さ
と
の

味
を
届
け
よ
う
と　

月　

日
、
ニ
コ
ニ
コ

12

23

朝
市
グ
ル
ー
プ（
遠
藤
初
枝
代
表
）が
、
ま

ち
の
特
産
品
を
詰
め
た
「
ふ
る
さ
と
便
」

を
全
国
各
地
へ
発
送
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
同
会
員
ら
が
集
ま
り
、
も

ち
、
米
、
コ
ン
ニ
ャ
ク
な
ど
会
員
が
心
を

込
め
て
作
っ
た
農
産
物
加
工
品
な
ど
の

品
々
を
箱
に
詰
め
て
い
き
ま
し
た
。

　

こ
の
「
ふ
る
さ
と
便
」
は
、
今
年
で　
11

年
目
で
、
当
初　

個
程
度
だ
っ
た
注
文
数

30

も
今
で
は
２
０
０
個
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
鳥
取
西
部
女
性
会
日
野
町
支
部
（
恩

田
記
子
支
部
長
）
は　

月　

日
、
児
童
養
護

12

14

施
設
「
聖
園
天
使
園
」
に
、
日
野
米
と
募
金

を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
平
成
３
年
の
台
風
被
害
等

で
米
不
足
に
な
っ
た
と
き
に
、
次
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
に
、
お
い
し
い
日
野
米
を
食
べ

て
元
気
に
な
っ
て
ほ
し
い
―
と
の
願
い
で
始

め
ら
れ
、
今
年
で　

回
目
。
今
回
は
、
県
か

13

ら
の
寄
贈
も
加
わ
り
、
例
年
の
倍
の
約
１
０

０
㌔
の
日
野
米
を
届
け
ま
し
た
。

米子市公会堂で音楽発表する根雨小の児童たち

正月は、ふるさとの味で おいしい日野米を食べて

今年で 13 回目の活動の輪は広がるずらりと並べられた箱に手際よく特産物を詰める

「
ふ
る
さ
と
便
」
を
全
国
発
送

Ｊ
Ａ
女
性
会
が
児
童
養
護
施
設
へ
寄
贈

すてきな音色を奏でる
　

根
雨
小
学
校
金
管
バ
ン
ド
の

メ
ン
バ
ー
が
１
月　

日
、
米
子

15

市
公
会
堂
で
開
か
れ
た
「
金
管

バ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に

出
演
し
ま
し
た
。

　

メ
ン
バ
ー
は
、
４
年
か
ら
６

年
生
の
有
志　

人
で
、
ト
ラ
ン

28

ペ
ッ
ト
、
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
な
ど

の
楽
器
で
「
そ
れ
は
地
球
」

「
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
」
の
２
曲

を
披
露
。
す
て
き
な
音
色
が
会

場
に
響
き
渡
っ
て
い
ま
し
た
。

金
管
バ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル



　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
よ
り
多
く

の
人
に
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と

１
月　

日
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教

12

室
（
町
体
育
協
会
バ
レ
ー
部
主

催
）
が
日
野
中
学
校
体
育
館
で
開
か
れ
ま

し
た
。

　

昨
年　

月
か
ら
始
ま
っ
た
教
室
に
は
、

12

小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
毎
回　

人
以
上

30

が
参
加
。
参
加
者
は
各
ク
ラ
ス
に
分
か

れ
、
同
協
会
バ
レ
ー
部
員
か
ら
指
導
を

受
け
な
が
ら
、
ト
ス
、
レ
シ
ー
ブ
練
習
な

ど
基
礎
技
術
の
向
上
や
互
い
の
親
睦
を

深
め
て
い
ま
す
。

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
は
、
３
月
末
ま

で
毎
週
水
曜
日
に
日
野
中
学
校
体
育
館

で
午
後
７
時　

分
か
ら
開
か
れ
て
い
ま

30

す
。
対
象
は
小
学
生
以
上
で
す
。
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

9 広報ひの

　健康と幸せを祈る新春の伝統行事「とんど」

が、１月の上旬から中旬にかけ、各地区で行

われました。「とんど」の行事は、１年の初め

の満月の夜（小正月）に正月のしめ飾りや書

き初めなどを焼き、春を呼ぶ火祭りといわれ

ています。また、１年間の健康と幸せを祈る

祭りでもあります。

新春伝統行事「とんど」

　

囲
碁
、
将
棋
を
通
じ
て
親
睦
を
図
ろ
う
と
１

月
９
日
、
新
春
恒
例
の
囲
碁
・
将
棋
大
会
が
町

老
人
憩
い
の
家
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
囲
碁
に　

人
、
将
棋
に
９
人
が

13

参
加
。
そ
れ
ぞ
れ
各
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
て
勝
敗

を
競
い
ま
し
た
。

　

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
（
敬
称
略
）

【
囲
碁
Ａ
ク
ラ
ス
】

優
勝
＝
西
村
正
満
（
下
榎
）
▽
２
位
＝
小
谷

三
郎
（
下
榎
）
▽
３
位
＝
前
田
英
昭
（
舟
場
）

【
囲
碁
Ｂ
ク
ラ
ス
】

優
勝
＝
長
住
武
義
（
金
持
）
▽
２
位
＝
遠
藤

基
一
（
根
雨
）
▽
３
位
＝
金
谷
豊
（
根
雨
）

【
将
棋
の
部
】

優
勝
＝
西
村
春
夫
（
下
榎
）
▽
２
位
＝
谷
口

祥
侍
（
下
榎
）
▽
３
位
＝
中
原
孝
博
（
下
榎
）

盤を囲んで熱戦

楽
し
み
な
が
ら
技
術
習
得

町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

１手１手集中しながら碁をさす参加者

新春囲碁・将棋大会

子どもたちは楽しみながらバレーに挑戦

舟場地区　１月１０日

野田地区　１月１０日

下榎２区　１月９日

黒坂・菅福地区　１月１６日



 　

２
月
１
日
現
在
で
、
全
国
一

斉
に
２
０
０
５
年
農
林
業
セ
ン
サ

ス
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
１
月
中
旬

ご
ろ
か
ら
、
農
林
業
を
営
ん
で
い

る
皆
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
統
計
調
査

員
が
伺
い
ま
す
。
調
査
票
へ
の
記

入
な
ど
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

役
場
企
画
振
興
課

　
　
　
　
　
　
（　

‐
０
３
３
２
）

72

　

鳥
取
県
は
、
４
月
か
ら
ス
タ
ー

ト
す
る
森
林
環
境
保
全
税
で
行
う

事
業
（
間
伐
や
荒
廃
地
の
整
備
な

ど
）
や
企
画
（
森
林
教
室
、
源
流

探
訪
な
ど
の
体
験
学
習
）
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
事
業
は
県
が
す
べ

て
負
担
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

役
場
農
林
課
（
電
話　

‐
２
１
０

72

２
）、
日
野
総
合
事
務
所
林
業
振

興
課
（
電
話　

‐
２
０
１
８
）

72

　

最
低
賃
金
法
に
基
づ
き
国
が
賃

金
の
最
低
限
を
定
め
、
労
働
条
件

を
確
保
す
る
最
低
賃
金
が
、
平
成

　

年　

月　

日
か
ら
改
正
さ
れ
ま

16

12

20

し
た
。

　

今
回
は
、
鳥
取
県
内
の
特
定
業

種
に
適
用
さ
れ
る
「
鳥
取
県
電
気

機
械
器
具
等
製
造
業
最
低
賃
金

（
略
称
）」
が
改
正
さ
れ
、
１
時
間

７
０
８
円
に
な
り
ま
し
た
。
な
お

「
鳥
取
県
各
種
商
品
小
売
業
最
低

賃
金
」
の
改
正
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
次
の
方
は
鳥
取
県
最

低
賃
金
（
１
時
間
６
１
１
円
）
が

適
用
さ
れ
ま
す
。

▽　

歳
未
満
ま
た
は　

歳
以
上
の

18

65

方
▽
雇
入
れ
後
６
月
未
満
で
あ
っ

て
技
能
習
得
中
の
方
▽
清
掃
ま
た

は
片
付
け
業
務
に
主
と
し
て
従
事

す
る
方

【
問
合
せ
先
】

　

鳥
取
労
働
局
賃
金
室
（
電
話
０

８
５
７
‐　

‐
１
７
０
５
）
ま
た

29

は
各
労
働
基
準
監
督
署
に
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

10広報ひの

統
計
調
査

農
林
業
セ
ン
サ
ス
に
ご
協
力
を

　

平
成　

年
は 
酉 
年
で
す
。
十
二
支
の
動

と
り

17

物
の
中
で
唯
一
の
鳥
類
で
す
。

　
 

干
支 
の
「
酉
」
は
「
ニ
ワ
ト
リ
」
の
こ

え
と

と
。
単
に
鳥
と
い
う
と
ニ
ワ
ト
リ
（
鶏
）

を
思
い
浮
か
べ
る
人
も
多
い
よ
う
で
す
が
、

ニ
ワ
ト
リ
は
人
間
と
最
も
な
じ
み
の
深
い

鳥
と
い
え
ま
す
。

　

ニ
ワ
ト
リ
（
鶏
）
に
関
す
る
こ
と
わ
ざ

や
慣
用
句
は
、
あ
ま
り
聞
き
ま
せ
ん
。

　
「
鶏
口
と
な
る
も
牛
後
と
な
る
な
か
れ
」

は
、
鶏
を
小
さ
な
組
織
、
牛
を
大
き
な
組

織
に
た
と
え
、
大
き
な
属
員
に
な
る
よ
り
、

小
さ
な
組
織
で
も
そ
の
頭
と
な
る
こ
と
の

ほ
う
が
よ
い
―
の
意
味
。
小
さ
く
と
も
勇

ま
し
い
鶏
の
姿
が

思
い
浮
か
び
ま
す
。

　

一
方
「
鳥
」
に

関
す
る
こ
と
わ

ざ
・
慣
用
句
は
、

い
く
つ
か
あ
り

「
空
飛
ぶ
鳥
も
落

と
す
（
飛
ぶ
鳥
を

落
と
す
）」
は
、
空

を
飛
ん
で
い
る
鳥

も
落
と
す
ほ
ど
威

力
が
あ
る
さ
ま
の

た
と
え
―
。
打
ち

落
と
さ
れ
る
鳥
と

い
え
ば
「
一
石
二
鳥
」。
ひ
と
つ
の
石
を
投

げ
て
２
羽
の
鳥
を
同
時
に
打
ち
落
と
す
意

か
ら
、
ひ
と
つ
の
行
為
に
よ
っ
て
同
時
に

２
つ
の
利
益
を
得
る
こ
と
の
意
味
で
す
。

　

ニ
ワ
ト
リ
と
い
え
ば
卵
で
す
。
卵
そ
の

も
の
を
調
理
し
た
も
の
や
、
パ
ン
や
菓
子

な
ど
卵
を
原
材
料
と
し
て
用
い
て
い
る
食

品
を
含
め
れ
ば
、
卵
が
私
た
ち
の
食
卓
を

飾
ら
な
い
日
は
な
い
と
い
っ
て
も
い
い
で

し
ょ
う
。

　

そ
の
卵
を
日
本
人
は
、
１
年
間
に
ど
の

く
ら
い
食
べ
て
い
る
の
か
ご
存
じ
で
す
か
。

過
去
の
世
界
統
計
な
ど
に
よ
る
と
、
日
本

人
は
１
人
当
た
り
年
間
３
０
０
個
以
上
消

費
し
て
お
り
、
こ
れ
は
世
界
で
も
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
で
す
。
ニ
ワ
ト
リ
に
は
ず
い
ぶ
ん

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

　

ニ
ワ
ト
リ
の
鳴
く
こ
ろ
と
い
え
ば
明
け

方
近
く
。
朝
を
迎
え
る
た
め
の
合
図
で
も

あ
っ
た
ニ
ワ
ト
リ
の
鳴
き
声
を
聞
く
機
会

は
、
昔
に
比
べ
て
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

鳴
き
声
ど
こ
ろ
か
最
近
は
、
そ
の
姿
を

見
か
け
る
こ
と
も
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

昔
は
農
家
の
庭
先
な
ど
で
飼
わ
れ
て
い
て
、

文
字
ど
お
り
「
ニ
ワ
ト
リ
」
で
し
た
。
現

在
は
鶏
舎
な
ど
で
飼
わ
れ
る
こ
と
が
多
い

た
め
、
身
近
に
触
れ
る
機
会
も
少
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

昨
年
は
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ
る
感

染
が
問
題
と
な
り
、
養
鶏
農
家
や
私
た
ち

の
日
常
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま

し
た
。
今
年
は
そ
う
し
た
問
題
が
起
き
な

い
よ
う
祈
り
た
い
も
の
で
す
。

とり        どし
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１日＝金持神社、初詣客でにぎわう

４日＝町消防出初め式、１年の防火の決意新たに

22日＝人権・同和教育研究集会、220 人が参加し人権意識の高揚を図る

１日＝町生涯学習まちづくり大会

22日＝公共施設ネットワーク完成式（情報提供の高速化）

８日＝農産物加工所「大夢多夢」が完成（下榎）

11日＝県カヌー選手権大会（日野川）

17日＝ツツジまつり、花見客でにぎわう滝山公園（～５月５日）

23日＝町図書館が「子どもの読書活動優秀実践図書館」文部科学大臣表彰を受賞

29日＝春の叙勲、三好雅美さん（舟場）、若林朗さん（金持）が旭日双光章を受章

　　　宝仏山登山道開きに 70 人が参加

28日＝町文化団体連絡協議会が町文化展を開く（～ 30日）

30日＝中国カヌー選手権大会（日野川）

１日＝町さつきまつり、色鮮やかなサツキが咲き誇る

　　　新しく日野病院長に浜副隆一さんが就任

５日＝新しく教育長に田淵久之さん（根雨）

10日＝日野町・江府町合併協議会を廃止、合併は不成立に

11日＝自立政策推進本部を設置

13日＝山岳写真家、田淵行男作品展が開かれる（～ 26日）

27日＝日野川清流王友釣大会、日野川に太公望が集う

６日＝自立存続に向け住民説明会を町内全地区で開く（～ 26日）

17日＝ねう祭り、自治会など 11組が演芸大会に参加

18日＝郡民体育大会、日野町で開かれ日野町が総合優勝

25日＝鵜の池マラソン大会、県内外から 450 人が参加し健脚を競う

10日＝第１回目のまちづくり推進委員会が開かれる

15日＝町成人式、52人が大人の仲間入り

16日＝黒坂納涼まつり、帰省客らふるさとの祭りを満喫

23日＝根雨スポーツ少年団が西日本大会に出場（大阪市）

29日＝日野中吹奏楽部が江府中合同チームで全日本吹奏楽コンクール中国大会で金賞受賞

９日＝広報ひのが、全国広報コンクール町村２部（１万人未満の部）で特選を受賞

19日＝全町一斉クリーン作戦、早朝から多くの人が清掃活動に汗を流す

26日＝町民体育祭、町内全地区が参加し親睦を深める

27日＝日野中にオペラ歌手が訪問（舞台芸術体験事業）

６日＝全町一斉防災訓練、住民２千人が避難訓練に参加

17日＝町民ミュージカル「おしどりの物語」を公演

20日＝台風 23号が日本列島を縦断、土砂崩落や河川増水など被害が出る

23日＝生きいき「ひの」ふれあい祭り（～ 24日）

15日＝金婚式、昭和 29年中に婚姻届を出した 22組のおしどり夫婦

19日＝町表彰式、松本憲一さん（高尾）、日野中吹奏楽部を表彰

25日＝町人権・同和教育研究集会、命の大切さを話し合う

10日＝おしどり学園閉講式（受講生 89人に終了証）

１月

２月

３月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

10 月

11 月

12 月

　　　　　　　　　　　　　　　昨年のまちのできごとを振り返る

地
域
活
性
化
の
拠
点
と
し
て
期
待
さ

れ
る
農
産
物
加
工
所
「
大
夢
多
夢
」

（上）江府町で行われた住民投票の
結果は「合併反対」が多数を占めた

（上）山岳写真、高山ちょうの細密画
などが展示された田淵行男作品展

今
年
の
成
人
式
は　

人
が
該
当
。
決

52

意
新
た
に
大
人
の
仲
間
入
を
す
る

（上）今年で３回目の町民ミュージカル。
　感動の舞台は、多くの涙を誘う
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〇印が休館日です

カレンダー

TEL  ７２-１３００  FAX  ７２-１３２０

E-mail  hinolib@infosakyu.ne.jp

図書館・ホール森の音楽隊

月～金　午前９時３０分～午後６時
土・日　午前９時～午後５時

１月からスタートしました   

購入時

最初の
車検時
までに

廃車時

運輸支局または整備事業者

自治体に登録した引取業者

新車販売店

（
財
）
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
促
進
セ
ン
タ
ー※２月から車の登録・車検の際にリサイクル料金の支払いを確認します。

　料金が支払われていないと道路を走らせることができなくなります。

新車

今乗っている車

車検前に廃車

リサイクル料金は車１台につき１回です。

詳しくはホームページで http://www.jarc.or.jp

問合せ先　自動車リサイクルシステムコンタクトセンター

　　　　　電話　03‐5673‐7396

市原千枝さん（日吉津村）

２月  ５日（土）日野高等学校定期演奏会　午前１０時３０分～　無料
２月１３日（日）食育フォーラム　午後１時３０分～午後４時４５分　無料
２月２０日（日）ハザードコンサート

文化センターの催し

【図書館の展示コーナー】

おはなし会
キーボード伴奏で、楽しい歌やおはなしがいっぱいです。

興味のある方はご参加ください。
　

●とき　　１月２７日（木）　午前１０時～午前１１時

●ところ　根雨保育所　●対象　幼児から大人

●講師　　パネルシアター「えんどうまめ」

●参加費　無料　　※駐車場がありません。

絵本とわらべうた
子どもにどんな本を選んだら良いのか。絵本の読み聞かせ、わ

らべうたに関心のある方。そのようなボランティアをしてみた

いと思っている方など、お誘い合わせの上、ご参加ください。
　

●とき　　２月１９日（土）　午前１０時～午前１１時４０分

●ところ　開発センター　●対象　幼児から大人

●講師　　末宗リツ子さん（山陰こどものとも社）

●参加費　無料　●申込み締切り　２月１４日（月）まで

●問合先　町図書館（７２‐１３００）・町健康福祉センター（７２‐２５５５）

木のおもちゃづくり
●とき　　３月２０日（日）　午前１０時～

●ところ　根雨小学校　●対象　小学４年生以上

●講師　　小黒三郎さん（倉敷市）

●参加費　３００円（材料費）　

●申込み・問合先　町図書館（７２‐１３００）



72‐0334健康福祉課72‐0333住民ふれあい課72‐0332企画振興課72‐0331総務課
72‐2105出納室74‐0211黒坂支所72‐2102農林課72‐2101地域整備課
72‐1300文化センター72‐2107教育委員会72‐2103農業委員会72‐0335議会事務局 
72‐1191下榎集会所74‐0212公民館72‐2555福祉センター72‐1167給食センター

72‐0331夜間・休日74‐0225黒坂保育所72‐0238根雨保育所

 確定申告　開発センター
 午前＝根雨５区、小原 / 午後＝濁谷、三谷地区木１７ 乳幼児相談　開発センター

 受付＝午後１時１５分～午後１時３０分
火 １

 発泡・蛍光管の収集日（６班）金１８ 発泡・蛍光管の収集日（１班）水 ２
 確定申告　開発センター
 午前＝門谷 / 午後＝別所、貝原

 発泡・蛍光管の収集日（２班）木 ３

 行政相談　開発センター　午前９時～正午土１９ 年金相談　開発センター　午前１０時～午後２時

日２０ 発泡・蛍光管の収集日（３班）金 ４

 古紙の収集日（黒坂・菅福地区）月２１ 日野高等学校定期演奏会　町文化センター
 午前１０時３０分～　無料

土 ５
 確定申告　開発センター
 午前＝金持 / 午後＝津地

日 ６
 確定申告　開発センター
 午前＝野田 / 午後＝下榎１区

火２２ 不燃・資源ゴミの収集日（黒坂・菅福地区）月 ７

 発泡・蛍光管の収集日（７班）水２３ 心配ごと相談、子育て・高齢者生活相談　
 開発センター・ 老人福祉センター　午前９時～午後３時

 確定申告　開発センター
 午前＝根雨６区 / 午後＝上本郷

 人権相談　開発センター　午後１時～午後３時

 発泡・蛍光管の収集日（８班）木２４ 健康相談　町公民館　午前９時～午前１０時

 確定申告　開発センター
 午前＝舟場 / 午後＝根雨３区火 ８

 不要犬・猫引取り日　日野保健所水 ９

 発泡・蛍光管の収集日（９班）金２５ 不要犬・猫引取り日　日野保健所木１０
 確定申告　開発センター
 午前＝秋縄 / 午後＝下榎２区

 可燃ゴミの収集は休みます　　（建国記念の日）金１１

土２６土１２

日２７ 食育フォーラム　町文化センター
 午後１時３０分～　無料

日１３
 税の納期限　■固定資産税４期分
 ■国民健康保険税８期分■介護保険料８期分

月２８ 不燃・資源ゴミの収集日（根雨・日野地区）月１４

 古紙の収集日（根雨・日野地区）火１５
 確定申告　開発センター
 午前＝根雨４区、榎市 / 午後＝下本郷、三土

 発泡・蛍光管の収集日（４班）水１６
 確定申告　開発センター
 午前＝後谷、根雨１区 / 午後＝安原

 発泡・蛍光管の収集日（５班）木１７

直
通
電
話

February（如月）
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◎確定申告の時間（詳しくは４－５ページに掲載）

　午前＝午前８時４５分～午前１１時

　午後＝午後１時～午後４時



14広報ひの

　

今
年
一
年
の
防
火
、
防
災
を
願
い
、
町
消
防

出
初
め
式（
宮
脇
光
男
団
長
）が
１
月
９
日
、
根

雨
小
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
梅
林
町
長
が
「
昨
年
は
大
き
な
自

然
災
害
が
発
生
し
た
が
、
団
員
の
皆
様
に
は
、

地
域
住
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
と
い
う
消
防

精
神
を
ま
っ
と
う
し
て
も
ら
い
、
被
害
を
最
小

限
に
食
い
止
め
ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
。
今
後

も
町
民
の
幸
せ
を
守
っ
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ

つ
。
宮
脇
団
長
が
「
消
防
団
員
の
存
在
は
重
要

視
さ
れ
て
い
る
。
ど
ん
な
災
害
で
も
備
え
ら

れ
る
よ
う
に
努
力
と
活
力
を
持
っ
て
が
ん

ば
っ
て
ほ
し
い
」
と
訓
示
し
ま
し
た
。

　

式
後
は
、
野
田
橋
ま
で
宮
脇
団
長
を
先
頭
に

団
員
、
ポ
ン
プ
車
の
順
に
分
列
行
進
を
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
日
野
川
（
野
田
橋
上
）
の
河
川

敷
で
一
斉
放
水
を
行
い
、
今
年
一
年
の
防
火
を

誓
い
ま
し
た
。

　

町
消
防
団
員
は
、
ま
ち
の
財
産
、
生
命
を
守

る
た
め
、
仕
事
を
そ
れ
ぞ
れ
持
ち
な
が
ら
も
、

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
、
夜
間
訓
練
を
す
る
な

ど
日
々
努
力
し
て
い
ま
す
。

町
消
防
出
初
め
式

今
回
表
彰
さ
れ
た
方
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　

【
町
長
表
彰
】

　
　

年
勤
続　

佐
々
木
幸
人
・
木
島　
　

泰

20

　
　

年
勤
続　

小
川　

直
生
・
新
田　

裕
介

10

　　

精
勤
章
付
与

　

９
年
勤
続　

高
橋　

幸
一
・
牧　

尚
吾

　
　
　
　
　
　

住
田　

秀
樹

　

６
年
勤
続　

柴
田　

保
明

　

３
年
勤
続　

生
田　

真
一
・
入
澤　

眞
人

　

【
消
防
庁
長
官
表
彰
】

　

永
年
勤
続
功
労
章　

安
達　

幸
博

　

【
団
長
表
彰
】

　
　
　
　
　

瀬
田　

拓
也
・
西
村　

和
宏

　
　
　
　
　

牧　
　

尚
吾
・
原　
　

尊
之

　
　
　
　
　

池
田　

俊
弘
・
渡
部　

裕
之

　

【
日
本
消
防
協
会
表
彰
】

　

精
績
章　

住
田　
　

寛

　

【
県
消
防
協
会
長
表
彰
】

　

功
績
章　

飛
田　

朋
伸

　

勤
続
章　

佐
々
木
幸
人
・
木
島　
　

泰

　

【
県
西
部
消
防
協
会
長
表
彰
】

　

功
績
章　

小
川　

直
生



「
自
然
の
ル
ー
ル
に
従
っ
て
遠

い
遠
い
国
か
ら
全
力
で
や
っ
て

来
る
オ
シ
ド
リ
さ
ん
に
本
当
に

ご
苦
労
さ
ん
で
し
た
―
と
言
っ

て
あ
げ
た
い
で
す
」
島
根
県
佐

田
町
の
渡
部
君
代
さ
ん
か
ら
お

手
紙
が
届
き
ま
し
た
。

　

た
だ
今
オ
シ
ド
リ
８
０
０
羽
。

元
気
に
い
い
姿
を
見
せ
て
い
ま

す
。
オ
シ
ド
リ
を
こ
ん
な
に
間

近
か
で
見
ら
れ
る
場
所
は
、
そ

う
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
一
で
す
。

　

【
連
絡
先
】　

オ
シ
ド
リ
グ
ル
ー
プ
事
務
局

　
　
　
　
　
  

森
田
（
電
話　

‐
０
２
７
１
）

72

た
だ
今
８
０
０
羽

料理

届
出　
　

月　

日
～
1
月　

日   
敬
称
略

12

11

10

  

赤
ち
ゃ
ん
誕
生

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
出
生
児
）　
　
  　

（
保
護
者
）（
性
別
）（
住
所
）

　

月
12松

本　

優
太　

良
介
・
麻
美　

男
の
子　

門
谷

お
く
や
み

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

（
氏
名
）　
　
　
　
  　

（
年
齢
）　 　
（
住
所
）

　

月
12小

谷　

雪
江　
　
　

歳　
　

福
長

76

渡
辺　

幸
栄　
　
　

歳　
　

黒
坂

81

１
月

柴
田　

勇
子　
　
　

歳　
　

本
郷

74

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　

年　

月
号　

ペ
ー
ジ
の
「
赤
ち
ゃ
ん

16

12

19

誕
生
」
に
掲
載
し
た
鎌
田
帆
乃
香
さ
ん

は
「
兼
田
帆
乃
香
」
さ
ん
の
誤
り
で
し

た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
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　　　「今年もよろしくね」

 　　　　　　撮影●矢田貝　昭さん（日南町）

１人分



　
　
　
　
 

さ
ん
（
本
郷
）
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武
田
信
玄
と
上
杉
謙
信
「
川
中
島
の
戦
」


